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極
度
な
水
不
足
に

直
面
す
る
イ
ラ
ン

（最
新
情
報
）

酵
粉

狂

撮
ン
減

砂
漢
の
日
、
イ
ラ
ン
。
欧
米
の
経
済
制
裁
下
に
よ
リ
イ
ラ
ン
の
情
報
は
極
端
に
少
な
く
水
資
源
に
関
し

て
も
、
本
当
の
姿
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
水
を
管
轄
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
情
報
や
、
現
地
の
新

川
報
道
に
よ
る
と
イ
ラ
ン
全
土
は
、
今
、
極
度
な
水
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
筆
者
は
九
月
に
イ
ラ
ン
の

首
都
テ
ヘ
ラ
ン
に
滞
在
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

一
、
イ
ラ
ン
の
水
資
源

イ
ラ
ン
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
ぐ
中
東
に
お
け
る
二
番
目
に
大
き
な
国
で
あ
る
。
国
上
の
五
五
％
は

海
抜
三
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
あ
り
、
ま
た
国
上
の
九
〇
％
は
乾
燥
地
帯
で
あ
る
。

国
内
の
年
間
降
水
量
は
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
平
均
二
千
ミ
リ
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
地
区
は
平
均
五
十
ミ
リ

以
下
の
年
間
降
水
量
し
か
な
い
、
し
か
も
降
水
量
の
七
割
は
、
河
川
に
達
す
る
前
に
蒸
発
し
て
し
ま
う
。

当
然
、
地
下
水
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
カ
ス
ピ
海
を
取
り
巻
く
五
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
の
雪
解
け
水
が

地
下
水
源
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ー
リ
ア
人
を
初
め
と
す
る
イ
ラ
ン
原
住
民
が
カ
ナ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
地
下

水
路

（ト
ン
ネ
ル
）
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
、
文
明
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
下
水
も
年
々
、

過
剰
取
水
と
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
水
量
の
減
少
、
水
位
の
低
下
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。

水
資
源
量
は

一
、
一
一八
五
億
ぶ
／
年
で
、
表
流
水
は
九

一
九
億
ぶ
／
年
、
地
下
水
は
三
六
六
億
ぶ
／
年

で
あ
り
、
年
間
水
使
用
量
は
九
三
〇
億
ぶ
／
年

（日
本
は
八
三
〇
億
ぶ
／
年
）
で
あ
り
、
農
業
用
水
が
九

二
％
、
家
庭
用
水
六
％
、
工
業
用
水
二
％
で
あ
る
。

国
内
の
老
朽
化
し
た
水
輸
送
イ
ン
フ
ラ
設
備
で
は
、
約
二
〇
％
の
水
が
失
わ
れ
て
い
る
。

イ
ラ
ン
中
央
部
の
ザ
ヤ
ン
デ

・
ラ
ウ
ド
川
が
完
全
に
干
上
が
り
、
イ
ス
フ
ア
フ
ア
ン
市
の
近
郊
都
市
で

は
、
残
さ
れ
た
水
を
巡
り
住
民
同
士
が
衝
突
し
、
大
き
な
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。

二
、
イ
ラ
ン
政
府
に
よ
る
第
五
次
五
カ
年
水
供
給
計
画

（二
〇

一
〇
―
二
〇

一
五
年
）

六
千
ヶ
所
の
飲
料
水
、
廃
水
処
理
の
計
画
が
進
行
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
約
六
千
四
百
ヶ
所
の
村
が

タ
ン
カ
ー
に
よ
る
水
供
給
を
受
け
て
い
る
。
五
カ
年
計
画
の
達
成
率
は
約
７
７
％
と
み
て
い
る
。
し
か
し

近
年
の
干
ば
つ
の
影
響
に
よ
り
、
五
百
十
七
都
市
が
重
大
な
水
不
足
に
直
面
し
、
給
水
能
力
よ
り
水
消
費

よ
じ

む
ら

士
口
驀
側

か
ず

な
り

和
就
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が
上
回

っ
て
い
る
状
態
が
二
〇

一
三
年
二
月
か
ら
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
水
を
管
轄
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
更
に
十
二
の
大
規
模
水
供
給
設
備
を

含
む
百
三
十
の
水
供
給
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
二
〇

一
六
年
ま
で
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
３
７
５
ミ
リ
オ
ン
米
ド

ル
予
算
で
計
画
を
進
め
て
い
る
。

政
策

（提
案
）

・
都
市
流
入
人
口
の
抑
制

・
水
資
源
の
確
保

・
老
朽
化
し
た
水
イ
ン
フ
ラ
の
改
善

・
改
良
　
　
　
　
　
　
　
・

・
不
適
切
な
農
業
用
水
の
削
減

ｏ
再
生
水
の
増
強
と
活
用

ｏ
す
べ
て
の
分
野
で
の
節
水
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

今
後
の
計
画
と
し
て
、
①
カ
ス
ピ
海
か
ら
取
水
し
、
山
脈
を
通
過
す
る
導
水
路
を
掘
り
、
テ
ヘ
ラ
ン
市

内
ま
で
導
水
す
る
、
②
ペ
ル
シ
ヤ
湾
で
海
水
淡
水
化
を
行

い
、
国
内
中
心
部

へ
送
水
す
る
な
ど
壮
大
な
計

画
が
あ
る
が
、
問
題
も
山
積
し
て
い
る
。
例
え
ば
カ
ス
ピ
海
か
あ
テ
ヘ
ラ
ン
ま
で
直
線
距
離
で
約
百
二
十

ｋｍ
で
あ
る
が
、
途
中
に
は
五
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
あ
る
、
ま
た
カ
ス
ピ
海
の
水
は
塩
水
化
が
進
み
、
現

在
塩
分
濃
度
は

一
。
二
％
と
も
言
わ
れ
、
さ
い
に
カ
ス
ピ
海
に
は
周
辺
諸
国
か
ら
無
処
理
の
汚
水
が
流
れ

込
み
、
汚
染
も
進
ん
で
い
る
。

勿
論
、
日
本
の
得
意
と
す
る
ト
ン
ネ
ル

・
ボ
ー
リ
ン
グ
技
術
や
、
海
水
淡
水
化
技
術
で
す
べ
て
の
仮
題

を
ク
リ
ア
で
き
る
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
資
金
の
確
保
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

三
、
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
の
水
事
情

テ
ヘ
ラ
ン
市
内

へ
水
を
供
給
し
て
い
る
ダ
ム
は
四
か
所
あ
り
、
そ
の
中
で
も
容
量
の
大
き
い
ラ
ー
ル
ダ

ム
湖

（市
内

へ
の
供
給
率
三
五
％
超
）
枯
れ
始
め
て
い
る
。
本
来
九
億
六
十
万
ト
ン
の
貯
水
能
力
が
あ
る

が
、
千
八
百
万
ト
ン
し
か
利
用
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
四
つ
の
ダ
ム
湖
を
合
わ
せ
て
も
、
昨
年

の
四
〇
％
の
貯
水
率
し
か
な
い
。
會
一億
五
千
五
百
万
ト
ン
）

居
住
人
口
十
二
百
万
人
と
言
わ
れ
る
テ
ヘ
ラ
ン
市
で
は
、
先
週

（
二
〇

一
四
年
九
月
）
、
市
内
の
水
道

大
＝
利
用
者
約
二
十
顧
客
が
七
時
間
を
超
え
る
給
水
制
限
を
受
け
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
市
当
局
が
、
節
水
を
呼

び
掛
け
て
い
る
の
に
、
ま

っ
た
く
協
力
し
な
い
利
用
者

へ
の
罰
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

同
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
れ
ば
、
「
テ
ヘ
ラ
ン
市
内
の
給
水
人
口
は
イ
ラ
ン
全
上
の
人
口
の

一
二
％
だ

が
、
イ
ラ
ン
全
上
の
水
需
要
の
二
五
％
を
消
費
し
て
い
る
。

世
界
の
大
都
市
の
水
使
用
の
平
均
は
約
二
五
〇
リ
ッ
ト
ル
／
日
／
人
に
も
係
ら
ず
、
テ
ヘ
ラ
ン
市
民
は

水
不
足
の
危
機
を
理
解
せ
ず
、
平
均
し
て
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
／
日
／
人
使
用
し
て
い
る
」
と
発
表
し
て
い

ＺＯ
。
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内
閣
府
は
、
緊
急
事
態
と
し
て
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
か
ら
水
輸
入
を
計
画
し
ヽ
約
１
１
ミ
リ
オ
ン
米
ド
ル

予
算
の
議
会
承
認
を
得
て
い
る
。
し
か
し
水
輸
入
交
渉
は
難
航
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
水
不
足
は
、
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
で
あ
ろ
う
。

四
、
日
本
の
貢
献

（Ｊ
ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
）

イ
ラ
ン
は
米
国
の
経
済
制
裁
下
に
あ
る
も
の
の
、
日
本
は
人
道
支
援
に
関
す
る
事
項
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
よ
う
な
水
資
源
環
境
の
中
、
そ
の
改
善
を
イ
ラ
ン
に
支
援
す
る
た
め
の
援
助
活
動
を

―
〇
〇
五
年
か
ら
開
始
し
、
現
在
も
種
々
活
動
を
展
開
中
で
あ
る
。

活
動
の
基
本
は
、
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
考
え
方
に
沿

つ
て
実
施
し
て
お
り
、
以
下
の
五
つ
を
援
助
重

点
分
野
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

①
　
国
内
産
業
の
育
成

（雇
用
の
創
出
と
失
業
率
の
低
減
）

②
　
都
市
と
農
村
の
格
差
是
正

（持
続
的
農
業
生
産
の
確
立
と
農
民
の
所
得
向
上
）

③
　
環
境
保
全

（自
然
環
境
保
全
ヽ
地
球
温
暖
化
、
環
境
汚
染
対
策
）

④
　
水
資
源
管
理

（統
合
的
水
資
源
管
理
の
推
進
）

⑤
　
防
災

（地
震
防
災
）

特
に
、
環
境
保
全
に
関
し
て
、
二
〇

一
三
年
九
月
の
第
六
十
九
回
国
連
総
会
の
際
、
日
本

・
イ
ラ
ン
首

脳
会
談
が
行
わ
れ
、
ロ
ー
ハ
ニ
大
統
領
か
ら
環
境
分
野

で
の
協
力
強
化
の
要
請
が
あ
り
、
現
在
は
積
極
的
に
こ

の
分
野
の
支
援
を
行

つ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
会
談
後
に
、

大
統
領
が
オ
ル
ミ
エ
湖
の
再
生
に
対
す
る
思
い
入
れ
が

強
い
こ
と
が
わ
か
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
支
援
の
為

に
オ
ル
ミ
エ
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
等
を
今
年

度
か
ら
新
た
に
実
施
し
て
い
る
。

五
、
今
後
の
イ
ラ
ン
と
の
付
き
合
い
方

十

一
月
の
米
国
の
経
済
制
裁
解
除
の
可
能
性
が
報
じ

ら
れ
、
欧
州
諸
国
は
積
極
的
に
イ
ラ
ン
国
内
で
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
始
め
て
い
る
。
当
然
で
あ
る
、
イ
ラ
ン
は
天

然
ガ
ス
埋
蔵
量
世
界

一
、
石
油
埋
蔵
量
は
世
界
第
四
位

で
あ
る
。
日
本
の
戦
略
と
す
れ
ば
、
国
民
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
水
問
題
解
決
に
努
力
し
、
信
頼
を
勝
ち

得
て
か
ら

エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
に
向
か
う

べ
き
で
あ
ろ

「ヽノ。
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